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MLA専攻ピアノ バーミンガム音楽院

3．反省点
留学を通して感じた反省点は、自分に自信を持って行動することの大切さに気付くのが少し遅かったことで
ある。現地の学生は、自分の演奏や考えに自信を持ち、演奏会やコンクールなど、さまざまなことに積極的
に挑戦していた。その姿勢が新たな出会いや演奏の機会に繋がっていることを実感し、自ら行動する人ほ
ど多くの経験を得られる環境であると感じた。一方で、私は留学当初、英語でのコミュニケーションに自信が
なく、自分から話しかけたり新しい環境に飛び込んだりすることをためらうときがあった。留学前には英語学
習に取り組み、できる限りの準備をして渡航したが、実際には語学力以上に、まず行動してみることが大切
であると実感した。留学生活の後半には積極的に行動できるようになり、演奏会への出演やさまざまな国の
学生との交流など、多くの経験に繋がったため、もっと早い段階から自分から行動していれば、さらに充実し
た留学生活になっていたと感じている。今回の留学を通して、自信がついてから挑戦するのではなく、挑戦
を重ねることで自信が生まれることを学んだ。今後の大学生活や演奏活動にこの学びを生かし、自ら機会を
つかみにいく姿勢を大切にしていきたい。

4．今後の参加者に伝えたいこと（持ち物、事前学習等）
留学前は語学の勉強に加え、日本の文化や食べ物などについて英語で簡単に説明できるよう準備しておく
と、現地でのコミュニケーションが広がりやすいと感じた。また、留学準備に追われてしまいがちだが、現地
で挑戦したいことや訪れてみたい場所をあらかじめ考えておくと、限られた留学期間をより有意義に過ごせ
ると思う。実際に留学生活は想像以上にあっという間で、もっと早く計画しておけばよかったと感じたことも
あった。持ち物については、私は渡航時にロストバゲージを経験したため、充電器などすぐに必要となるも
のは手荷物に入れておくと安心である。また、イギリスは一日の中でも天候が変わりやすく、急に雨が降る
ことも多いため、フード付きの防水アウターがあると便利だった。バーミンガムには中華街やアジアンスー
パーがあり、日本の食材も購入できるが、価格は高いため、簡単に食べられる日本食を持参しておいてよ
かったと感じた。抹茶味のお菓子は現地の学生にも好評で、交流のきっかけにもなった。また、国際送金
サービスなど手続きを日本で済ませておくべきだったと思うものが時々あったので、現地での生活をスムー
ズに始められるよう準備しておくと良いと思う。
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1．実施概要（具体的に）
イギリス・バーミンガムの王立バーミンガム音楽院にて、約10ヶ月間の交換留学を行った。現地の大学2年
生が履修するカリキュラムを正規学生とともに受講し、実技レッスンや専攻科目の授業に加え、課題や試験
に取り組んだ。授業外では、音楽院内のホールで開催されたコンサートへの出演やコンクールへの参加を
通して、現地の学生と演奏し、刺激を受けた。また、バーミンガムやロンドンでは、コンサートやバレエ、
ミュージカルを鑑賞し、イギリスの芸術文化への理解を深めた。寮では、多国籍の学生と共同生活を送り、
日常的に英語でコミュニケーションを取りながら過ごした。さらに、音楽院だけでなく総合大学のオリエン
テーションにも参加し、映画制作やデザイン、AIなど異なる分野を学ぶ学生とも交流したことで、多様な文化
や価値観に触れる機会を得た。

2．留学を通じて自身が得た成果
今回の留学では、語学力や専門知識の向上だけでなく、自分自身の考え方や行動にも大きな変化があっ
た。留学当初は英語で話すことにためらいがあったが、授業や日常生活を通して、完璧な英語であることよ
りも相手に伝えようとする姿勢が大切であることを実感し、以前よりも積極的にコミュニケーションを取れるよ
うになった。また、音楽院で英語による授業を受けたことで、音楽について英語で考え、自分の意見を伝え
る力も養うことができた。さらに、知り合いが一人もいない環境から留学生活を始めたことで、自ら判断し行
動する力が自然と身についた。その結果、コンサートへの出演や多くの人との出会いにつながり、自分の可
能性を広げることができた。また、多様な国籍や異なる分野を学ぶ学生との交流を通して、新たな価値観に
触れ、視野が大きく広がった。芸術が地域社会に身近な存在として親しまれている様子を実際に体験したこ
とも、日本との違いを考える貴重な経験となった。今回の留学を終えて、英語と音楽の両方を生かした活動
にも挑戦したいという目標が生まれた。この経験を残りの大学での学びや将来につなげていきたい。
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